
地下駐車場の水噴霧消火設備消火実験

この実験は首都高速道路公団の依揮にもとずき.地

下駐車場に対する消火設備として現在使用されている

各種水噴霧消火設備についての性能を比較実験し将

来の資料を得ることを目的としたものである.

なお.水噴霧消火設備については消防法施行令第13

条および同法施行規則第17ゑにもとずき設置されるも

のである.

1.日時

昭和3.7年7月初日より昭和37年 9月初日まで

2. 実施場所と実験用建物

(1)東京消防庁磁械工場構内

実験建物は同筋内にあり，・大きさはs.I0m.x 8. 20m 

約66m3 コンクリートブロッグ製，上部にチャンネル

ビームをのせ.屋根はトタン製である.入口は3.45m

X 1. 80mの大きさで乗用車3台版容できる.

第 1図実験用建物略図
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(2) 能美防災工業繰式会社三鷹工場

同工場においては各種ヘッドの水分布および水量-試

験全行なった.
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3. 実鞍者

消防科学研究所員ならびに予防課担当員延439名.

その他関係会社係員多数.

4. *-噴霧ヘッド供試会社名〈順不同〉

更新産業株式会社

能美防災工業株式会社

日本ドライケミカル株式会社

宮本工業所

建設工業社

西原衛生工業所

以上6社

忠実離項目

(1) 自動車用ガソ日ンタ γクおよび18立入り石油缶よ

りのヵ・グリン流出量の測定

(2) 移動式コンクザート床の勾配を変えて行なうカツ

リン流下実験

(3) 実験用建物内におけるガソリン流下実験

(4) パヅトによる簡単なガソリン燃焼実験

(5) 感熱装置の作動状況に関する実験

(6) 水噴霧ヘッドの特性実験

(7) 実験用建物(車庫〉に自動車を置かないでガゾリ

ンを琉出させ.*噴霧で消火する消火実験

(8) 4個のヘッ Vの中央に大型Jミット 2個を置き.パ

ット内に入る放水量の測定実験

(9) 犬型..-'ット 2個を車庫の中央に置き，カツリンを

燃焼させ水噴霧で消火する消火実験

。。 車庫に自動車2台を置き，後方からガソリソを流
出させて水噴容で消火する火災制圧実験

仙 向上の実験で.配管，ヘッド数および位置等を変

えて消火するすなわち，ヘッドの効果的配置に関す

る実験

6- 実験回数

以上の実験項釦こしたがって実施した結果.約23s

回に及んだ.

7. 実験方法および結果
(l) 自動車用カ'ソリンタンクおよび18立入り石油缶よ

りのガソリン流出Eの測定.
これは実験項目帥において.ガソリゾを単位時間

( 43 ) 
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当り流出せしめる量を求めるために行なったもので

ある.

この表から‘ 4今後の実験1;'石illl缶1B立入りを逆さ

にしたときのo.3!/~ を中心!こ O . 1. 0-2. 0.41/5を力Eえ

て主防ょすることとした.

(2) 移動式ヨンクりート床の勾配を変えて行なうガソ

・!ン流出実験

これは床勾配がプJソリンのj荒下速度に及!ζすf彩感

を調べるために行なったものである.

第 2ま，から汐:のごとく考えられる.

a)同一勾配のとき単位時間のカソリン流量が多い

程流J~ほ増大する.主 fこ.償への拡がりはやや増

す陥向にある.

b)単位時間のカ'ソMンj荒量が同ーの場合‘勾配が

大きければ大きレ程涜速は増大する.また.椴へ
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流 量
所要時間 ガソリソ流下巾 (m)

番号 勾 配 備 ~ I/s 
秒 最大巾 | 測定位置

(流下点より〉

14 3/100 0.2 17 1.1 0.52 左右に流出せず

15 " 0.3 14 1.2 0.46 11 

16 " 0.4 12 1.3 0.67 ~ 

17 4/100 0.1 20 0.9 0.7 !I 

18 11 0.2 15 1.01 0.78 " 
19 ~ 0.3 13 1.19 a.72 N 

20 n 0.4 12 1.25 0.65 ， 

ガソリ γ流出量と一定距離 (7.1

m)を流れる時間

①市~~~ロ

②管制強色。
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の肱がりは狭くなる.

〈註)本実験は場所が屋外でおって.当日は風速

8.3m/s であったのでデーターは多少その影響

をうけている.

実験用建物内におけるカaソリ γ疏下実験

実験の結果は次のようであった.

離距定(注〕設IJ

(3) 

ガソリン流下位置

"，I'J ツ或TJ~ l)・

(~ミ ~O 回}

①中費~jUO

②右?負泊~O
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謂「やや湿った状態jである.

パットによる簡単なガソリン燃焼実験

これは実験用建物の大きさと開口部とが，

ン燃焼におよぽす影留について調べたもので，

の実験の予備的なものである，

僅か 2回の実験であるからはっきりしたことは分

らないが.左右側壁下部の閉口部を閉じた方がやや

早く燃焼し終ったが大差はなかった.

(5) 感熱装置の作働状況に関する実験

これは小型燃焼容器の位置を変えて天井面3ケ所

に設置した感熱装置の作動時間.その時の温度等を

測定した.

a)スプリゾクラーへヅドに関する実験

実験の結果は次のとおり

4イ) 火点直上部2.7mでは16秒-:--35砂でへフドが

(効く

(吋火点から離れた場合

3.4mでは37秒---49秒

4.9mでは l分9秒，.....1分15秒

ー←一一一時間(d.tω

2ザソリ

今後

(4) 

!i 

(4; 

a)車庫の勾配を9ヶ所で制定したところ 1.4/100

ないし 2.5/100であった.

b)中央流出口からのガソリンは勾配の関係で正面

入ロからみて.やや左へ多く流れる傾向であっ
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c)排水情までの流下時聞は前回の(2)と同一傾向で

あって， 0.31/sのとき約50秒乃至l分で排水務に

達した.

d)床面は流されたガソリ:/をそ γプ等で扶いた所
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感熱装置(.7、ブリンクラーヘッド〉動作時間一覧表第3表
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第4表 感熱装置(スプリソグラー〉実験の温度測定〈代表例〉

実験番号 C-l 

点火よりの 温度測定点におけ る 温度。C

時間 〈秒〉 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

O 25 20 20 22 22 29 23 20 30 30 
5 30 30 25 62 23 40 
10 49 

. 
50 35 103 23 42 

15 74 60 32 165 30 80 
20 回 80 56 173 45" 77 
25 114 100 40 185 4.0 110 

30 146 140 88 190 65' 8S 
35 z5 50 60 205 50 133 ー
40 幻 45 100 238 83 103 

45 25 40 74 220 72 50 
50 25 40 112 200 90 45 

実験番号 C-2 

。 25 25 30 27 27 34 25 22 30 30 
5 43 40 26 40 25 30 
10 82 100 36 49 25 37 

15 117 60 34 62 27 60 
20 1泊 160 56 70 43 57 
25 1臼 80 48 83 35 78 

30 73 250 84 97 68 65 
35 73 230 70 119 50 100 ー

40 136 300 95 126 83 85 

45 1泊 220 84 128 63 105 
50 130 240 98 30 .冒 92 93 
55 142 210 88 25 66 95 

60 139 200 112 25 85 85 
105 137 190 100 25 65 35 
110 137 80 104 25 85 50 

第7図感熱装置〈感知機〉のスポット及び

パ γへ配置図
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b)感知器に閲する実験

実験の結果は次のとおり

4イ) 火点直上の場合18秒~21秒で作帥し，温度は

160
0 

C---230" Cである.

第 5表感熱装置〈感知機スポット〉動作時間

'I'~I、・.yト。
τ" O 
早

急品ト

スポット Jごット 動作時間
実験番号

ω|同|付型 耳t、， 位置

F-l 日探〈定65祖~C式〉 中央 34..5" 16.2" 30.8" 
F-2 " 左 19/1 35の 50" 

G-l N PC  型〉 中央 42" 21" 34" (7S' 

G-2 H 左 22" 37.8" 41.3" 

4.os 

企
画
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(ロ) 火点から離れた場合

3.4mでは39秒---42砂

4.8mでは4()秒-50秒

以上の実験結果をまとめると，現在の感熱装置

は火源直上で30{-);程度を中心に作帥し，やや離れ

たところでは一台程度である.これによって今後

の火災制庄実験では着火してから感知し，放水開
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Z
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温度上昇率 .• -. . • ~ ………………3.31degJsee 
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m)における点の最高田度i二道;するまでの::(i.j今
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天井面からの垂区距離と温度について

① O‘05mの点に測定点 lすにわち唯 1点、のみ澗

定しているだけであるので参考とする.

① O.15mと0.3mとの比政については.0.15mの

点、の12t度変化の方が 0.3mのそれよりも一般に

高い

スプリンクラーへッドと感知器の公称動作につい
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スブリゾクラーヘッドと感知器の公称動作品度
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その詳細を第6表に示す.
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二れ!こよると.

① I グループにおいて思知~~'(65 ニ C) と 7. ブリ

ンクラーヘッド(62.2'C)との動作を比隠する

と.エプ Ijンクラーヘヅドの動作がわずかに早

レょうてとる.ただしこれに加えられた熱量は

厳密に測定されず，また一定にもされてL‘ない会

① E グループにおいては.~に .啓知器の動作が

わずi..:.，:こ早いようである.

水噴務ヘッドの勾性実E;:
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〈註)表中の数値右肩の記号l'立平均値温度上昇と比較

してその大小を表わす.

(+)は大、〈一〉は小.(0 )1，手等しし¥
なお、記号なくとなっているのは温度記録不採用

のもの

不は不動作~示す.
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第8国放水量制定要領

川 ~I ト配置図

ヲk 'r-、.，トの~きさ
寸宮古慮。司法

制

第7表放水量と圧力との関係

」 種別 ES-
A-3型 5-N 

N-40 KSー C-I0 

圧k力g/=2 r 型
型 5 型 'AJ 3型

3 
l/6EE5.iロ。

ー -1 52.5 

4 74.5 72.0 40.5 55.5 54..0 60.5 

5 83.0 80.0 47.0 62.0 60.5 68.0 

6 91.5 87.5 52.0 70.5 68.0 

7 95.5 56.5 80.0 一

第9図放水量曲線

。 @ G 

l\lヘ~.
水噴霧ヘッドの真下の床面上に縦横に 10cm立方

の桝を20ケ宛置き 1分間に溜る水量を誤li定した，

a)放水量曲線を見ると次の3種顛に分けられる.

b) 1分間の放水量は同一庄力の場合

CA-3型〉ーCES-5-N型〉一C3型〉ー(NS-5型〉

一CC-IO型〉ーー{N-40型〉の順に少くなっている.

c)ヘッドの圧力を変化させた場合.各種類いずれ

もカーブの最高値付近の変化が最も多く.水量の

少いところはあまり変化はみられない，

d)ヘッド型式についてはKS-5型のみ水粒子同志

の衝突といういわゆる衝突型であって，他は旋回

式放射型であった.

(7) 実験用建物〈車庫)に自動車を置かないでガソリ

ンを流出させ，水噴寧で消火する消火実験

琉出口から 0.31/5で流出し.直ちに点火，着火して

から放水開始までの時聞をいろいろ変えて実験して

みた. 使用へ γ ドは KS~5 型でヘッド数 16 ケであ

-Q. 

第8表

実験
正均ヘ/ッ'耐ヵ叶|戸積聖火水、銅一よ器り

番号 使用量I流時出間 I火災制圧結果

1 6 5" 37，s 8 2'06" 鎮火せず

2 6 10ρ 23. 7 l' 19" 床よ面り4は8秒放水で鎮胡始火

3 6 20" 41. 1 2' 17" 鎮火せず

4 6 30"i 30.9 l' 43' 時放水に鎮と殆火んど同

5 6 l' 43.2 2'24" 同 上

6 4 10" 23.7 l' 19" 鎮火せず

7 4 30 19.2 l' 04." 放秒水後開に始鎮火より 5 

a)点火はガソジン流出と同時に行なった.

-一一--

b)ガソリ γが;燃えると真黒い煙/.)¥屋担とプロック

構造の壁体上面との隙間から出て行〈が、 この時

聞が長い程事庫内に溜る量が多くなる.

c)放水すると，これらの煙または不燃性ガスが一

挙に床面までさがり.火面を蔽い.火炎は充分に

抑えられるか.あるいはそのまま鎮火する.

d)着火してから放水闘始までの時聞が長ければ長

い程.すなわち燃焼時聞が長い程放水により火炎

が制圧され，または鎮火し易すいように見受けら

せず'い.白)ω3叩O秒一1分謹度珪つてカか、ら放水すると鎮火

しあ'るいは火炎制圧され易すくなった

e)以上φこと、から，水噴霧がエマルジョン効果を

あらわすといラよりも.発生した不燃性ガスを下

へ引き降して火面を蔽うことにより消火の役目をと

果したように見受けられた.あるいは康面へ放射

された水噴罫粒子が火災のため急速に蒸気化し.

体積膨張を起しひいては室内庄の上昇.外部流

入空気の遮断による窒息消火がこの聞に行われた

のではないかと思われる.

なおこの際水噴霧放射によるガソリン炎の吹き

消しとも考えられる現象も観測された.

f)床面は全〈水に濡れた状態であったので.ガソ

リ:ノ流下速度冷早いはずであるが思った程でな

く.消火によりこれが一層妨げられて遅くなる傾

向があった.

なお後日行なった火炎制圧実験等において，へ

この実験は車庫に事を置かずにガソリンを中央の ッドからの放水を止めた後でもあるヘッドにあっ

( 49 ) 
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ム
人口

Âii1よリヘッド先立構まで‘の私さ }~p 2.4'1相
[②<9 2.52. rm 

ど¥.t~ラダI ラホカ;d;下 L ている状態であ t・ 7こが.

ニのような :IJ ~ 態で'J:，~日i を mJilf<L. j i ./リンを流出

ε ぜるとその流i'ït肢はjl': なり.凡そt10秒)~・王

l分担j良:て燃えfニブjソ 'i/ j)ij:J1水j'I¥'!'に到j土ずるよ

うであった.

n品1I，立につu、てはすJソ');..-iJk出IJ上却の天井付近
が，'ii も~':.< 930" Cであうた a また感熱製伍イ:J近は
相当の巾があるが都町内天井{~1日中央の位置では~~

9 ;l;~のとおりー

第9表

E 

着火BfJより政Iその11守の 3宮市町広 最高時fW，主
ォ:始まで 似 Jir i耐の刻
の時間〈秒)I CC) (' C) (秒〕

D 60 15 

10 30 100 15 

20 80 195 25 

30 110 250 35 

60 410 430 1分5秒

これを見ると政木開始してからifui庄が上ってい

るが. これは手動によりコヅタをJ去作したため遅

れがあった二とを示すもので.後日の実験も向惨

である.

l、〉前入口の垂水監の下よりの砂煙状況は.1&水利

第10図放水量:illll定的lのヘッド配置及びパヅへの位置

A
H
R
U
 

G
@
@
@
 
f、、;'"、
‘Y ッ
ドト

3.52 

単
J立
守n

ツトのプこさ

「主3V戸 r

始 z ではプごしたことはなく明:~:淡町間jが長てく4 けれ

ばb少前から出る程!立=であった.

放水と同11与に g，起ーの恒11;室内に;白ヮて ν 、る ~:'ì

にはJiiiからも相当主主I1出された.また， 刃ソリゾ

~!，; ~:j'tll~，扱込み iPJJ であったjiï，j側下部の閉口市(ブロ

ック 10ケ所向いたもの)が放水と同時!こ排気口と

なった.

(8) 4個のへ ッドの中央に大副ット 2置を置き，

ット内に入る以水12のIftll定史駐
約 1m平方のパット 2ヶをへッ下 4ケ内に置きヘ

ッドの企放水量の1可パーセントスるかを測定した.

使用ヘッド型式および個fl....…一...KS-5型 4ケ

へ γ ド圧力， ・・ー……一……・………5.7kg/cm~ 

流量..，......……………ー…...…222.01/min

放水時間口・・・……………….............1分間

a)全琉量とバット 2ケに対する放水量 との割合

24. 1 一一一一ーーx100宇10，85~杉
222.0 

b)全流量とバットAに対する放水量との割合

15.0 
一一一一一一 xlOO~6.75% 
222.0 

(9) 大型バット 2個を草障の中央に置き‘ ヌプソりゾを

燃焼させ7.K噴霧て'消火する消火実験

本実験では約 1m平方のノ〈 γ ト2ケによ

る消火実験で. カ'ソリンは燃焼時間五f考思

して厚さ拍 3C'l11とした.従来ややもすると

ガソりンの量不足のため放水による鎮火で

なく.燃焼しつくしての鎮火と考えられる

場合があったのでこの点を考慮して決めた

ものである a

a)この実験も屋外の安監と異なり s 前回

mと同様点火より放水開始までの偲焼時
間を長くとる程火炎需IJfi:または鎮火し易

すくなった.また.火災制圧が行われて

もなおかつ鎮火に萎1)らないと.ある時間

経過すると、これらの壁、不燃: tf7、 !ì~外

に放出されて少くなり.部分的に火が残

ってこれが大きく或は小さく:性えている

状態が続(放水がそのまま継続されて

いるので温度はある程度下降している.

b)この実験ではカ'ソリン荏がパット上面

すれすれに与るように入札たため，放水

によりガソリ γが床面iここ;ごれ持、えなが

ら排水溝に入る.そしてさらにピットに

燃えながらあるいは消えて入るという状

況であづた.

ι〉着火より放水開始まで乃時間(二10利;.

( 50 ) 



第10表オイルパンによる消火実験結果

へヅド種別
ヘッド圧力
kgJ(;1J12 考
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J
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1

A

q

6

n

J

t

A

。，“
q

d

t

A

4

4

q

d

電

&

勺

ふ

勺

G

N - 40型

， 

A 

， 

C- 1O型

" 
N 

FS-S-N型

， 
" 

" ~ 

3 型 5、O

6.0 H 

/( 11 

A - 3型 5.0 

If ， 

， 
" 

A......・・・・ー 3.0 
B ………… 3.0 ヘッド教4個

へッド撤回個以下同じ

0

0

ム

@

N 

A.......・・・ー1.8 
B.........・..2.3 
A.. …・・・… 3.0 
B …ぃ・…… 3.0
A………… 2.2 
B ……...... 2.5 
A、，・ー・…ー・ 3.0 
B ………… 3.1 
A.一一-…...3.0 
B …. • . ~ ・・ ・ ー 3.0 
Aリ….......3.0 
B..……ー 3.0

消火器により消火する

ヘッド教 20個

× 消火器により消火する

@ 

× 

ム

ム ， /1 

× 
A............ 2.5 
B...…ー…・2.6
A......…… 2.0 
B....…一.2.0 
A.. …….. 1. 5 
B:・・……… 1.8 
A………… 2.3 
B.……...・ a・2.0
A....…・一… 2.0 
B ………… 2.0 

， 

" 
ヘッド数 16個ム

ム

ム

ム

ム

ム

A
U

ム

ム

， 

H 

H " 
.. " H 

M ~ 

11 

~ ， 

凡OjJ@印……完全に消火できたもの

0印'"・a・完全には消火できなかったが，放水によって帯に達しないで制Eできたもの
ム印……溝の中に火が入ったがピットの中に火が入らなかったもの

x印……ピットの中に火が入ったもの

20秒.30秒、た.だしN-40型は参考までに30秒.

1分・ .1分30秒とした.この場合10秒ないし30秒

では消火できなかったが. 1分および1分30秒で

は消火できた.この際の温度は 1分のとき‘ 840.

C. 1分30秒のとき950.Cであった.

d)火炎制圧はできたが.完全消火できないものに

ついてはドライケミカ凡消火器ををもって容易に

消火できた

(ω 事態に自動車 2台を置を，後方からガソリンを流

出させて水噴霧で消火する火炎制圧実験

本実験は車庫;巧に2台の乗用車を置き，ガソリン

を中央流出口より流出させて点火し.着火より放水

開始までの時間をいろいろと変え，あるいはヘッド

圧力を変えて実践した.

乗用車の間隔はセンター間2.400酬とした.

〈道路公団の基準による)

第1トl表火災制圧実験結果

へッピ数16個

ヘッド ヘッド カ.ソリンゐ火よ始りガソリン 火災
圧力 流量

主主水開 流出時間 制圧
種別 kgfcm2 l/sec までの時 sec 結果聞記C

KS-5型 6 0.3 30 96 O 
， 
" 
， 60 96 @ 

n 7 " 30 95 O 
， 6 11 45 69 @ 

凡例@印…完全に消火できたもの

0印…完全には消火できなかったが. ヵ・ソリン
流出停止までに放水によって都に達しな

いで制圧できたもの

ム印…溝の中に火が入ったがピットの中に火が

入らなかったもの

×印…ピヅトの中に火が入ったもの.

以下同じ

( 51 ) 
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N型のは逆にヘッド正力の低い方が成績がよい.

その他はあまり変りない.

e)温度については中央部No.6の感熱装置の温度

を肢慈してみると第12衰のとおり，である.

数字は実験I1画序にしたがって書いた. またNo，

6の感熱装置は乗用車の屋上中心位置の上方に該

当する.

。ピット〈油分離槽〕の形状は1.5m平方σ:真四

意を要する.またC-I0型についてはそのヘッド

使用偲数は20ケであって他社に比し 4ケ多し

つ配管も l本多I"，'¥..またへッドの床面上よりの高

さも他社に比しやや低い.

c)単位時間のガソリン流量が多い程制圧し難いこ

とがデーターよりわかる.

d) N-40型は同一ヵ・ソリン流量でむヘッド圧力の

高い方がよく制圧している これに反しFS-5-

C 53 ) 
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第12表着火より放水開始までの時間と温度

10 秒~ 20 秒| 30 秒 秒| 分 1分30tl‘ 2 分

35ゐC 35' C 150‘C 160' C 410‘C 480' C 190. C 190
0 
C 

35 70 170 280 500 270 

21 25 60 95 580 

28 50 300 200 180 

35 57 48 300 525 

40 ::l::l 150 40 200 

45 80 ::l;) 75 300 

30 120 120 100 470 

32 40 210 42 27 

39 40 35 71 200 

47 75 91 480 

85 130 

80 260 

130 550 

54 60 

70 118 

80 222 

〈i主〉上表てl0tl:で35'Cとあるのは.ある実験で着火より放水開始までの時間が10秒のとき.感熱装置No.6

の温度がそうとき35'Cであったことを示す.以下同じ.

角であゥたが， 1;>ソリ ンの流入エ不ノレギーが大き

〈司 ピット内隔壁を 〈ぐって隣室に入るため泊分

離宮としての役目を充分果していなかった.続.

肱深さの形状については一考を要する.

g)配管ならびにヘ ッドの自動車に対する関係位置

は各社それぞれ異なっているため.かならずしも

各社の水噴霧へ γ ドが最良の位置にあるとはいえ

C 54. ) 

なかった.

11)隣接車両J)大京危険については，観測ならびに

湿度測定結果より見て危険性が少ないように思わ

れた. しかし自動車の側壁が約 360‘Cに 達する

点.隣接車両のがソリン保有の有無ぐ本実験では

無かった).保有量の多少.あるいはカ・ソりンの流

下方向加向によって(立その危険性が考えられる.



i )火災車両はタイヤが勢よく燃え，その他ボデー

の塗料が燃えたが，窓を密閉した場合内部にはほ

とんど火が入らなかった.

ω ヘッドの効果的配置に関する実験
本実験は前田の実験より見て，排水蒋へ火災が入

らないようにするために排水溝付近に-，，-イプを l本

噌加しへ y ド教も増加させることができるように

して見た.叉，排水溝にカバーを付けて併せて実註

した.

a) 3型について

パイプおよびヘッド教の噌加による効果が認め

られた. しかし.排水溝にカバーを付けた場合は

充分でない.

b) C-IO型について

パイプを増加してもヘッド数は前回20ケに比し

今回は19ケでかえって結果は悪かった.

なお.前回に比しパイプの位置のみ変更して排

水溝真上としたもめはヘッド致17ケおよび18ケで

あったが成績はややよく.前回と同様ピットに火

炎が入らなかった二また，排水溝カバー付きのも

第12図 へッドの効果的配置に関する実験のヘツ三

ド間隔及び自動車配置困
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第13表 ヘッドの効果的配置に関する実験結果

ヘヅド ヘッド ガ「ソリソ
火制炎圧

ヘッド種別 へヅド配置・ 圧力
流ljsec量

放水 流出時間 備 考
個数kg/cm% 間まで 一S山一川一山』角 結果

3 型 4.-4ぺ-3-4 19 5 0.3 30 l' 34/ ム

1/ ~-4-S-0-4 17 ， M ， N ム

Ir 4-4-5-0-5 18 H JI 11 11 × 

• ， d Q 4 。 l' 35" × 

4-4-4-0-7 19 
. . ， ， e ， H × 

s 4-4-;5-0-4 17 h 11 。 l' 17" × 野臥溝カバー付

~ " " n 
R 。 1'34" ム

向上 出口ー部2分)特殊ヘッド
(G-2) 1ケ使用

C - 10霊 4-4-4-3-4 19 ~ 。 e l' 36" × 

4-4-4-0-5 17 l' 34" ム ー"~ . 

" 
It n H -. ， ，・、 ‘・"

4-4・5-0-5 18 t ~ 11 l' 33" ム . .: l' i-~ 、 可

~ 1/ 

" 11 
H R l' 10" ム 排水帯カパー付与. 1 

A - 3型 4-4-4-3-4 19 l' 38" ム -“ ，一.i j'l It iI e •. • 、.

IJ l' 33'1 ム
. 、~ー a園 、 t， aE・-

JI n " 11 
n 

ー ~-: -;:; _. 2τ 〈E
， ~ a 4 R R e × 

上帯、P，Jf田(iEG口屯守郡芦'京1ム3国t4家ナd使へJ用ヨ院
q /1 q 5 1/ H l' 17" × 排水

tt: 
11 1/ 1'33" :1::. 
同 -

11 N H 11 _ ....(.. ""'\.:'U:-~..I - ' .....-， ~-

1'32" ム b同 ;~“. J1 Jc ・・ r ‘. ~、、.，A噌 . Z • • ， ・ . 
KS-5型 4-4-4-0・4 16 6 q R 

二‘予、〈与守ち・・: 0"::主主.~~系企 :;'~T'.J~_・ :二 f' 

l' 15" 
.. 

4 n a • " 
h . '.. ・ー唱ド ， .' 

、.、ー

( 55 ) 



I ご;へご i旬 プ り J5.7・火手叩f ノ ;，-~-: 九宍!
ヘット伍別 | へァド配置 ~ - 町 1)祈 ft|却水IHJ始。流出II-.'f/::J制 下| 白111 巧i !i回数!同じ|-wJirt!miniJ:川 iI 
KS-5型 4-Ij-G-0-S 18 I D 。3 3() l' 34" ム l

， 1/ ~ 自 1/ N l' 33" ム

" 
，. • N 11 • 1'34" 6. 

N 4・4-4.-3-4 ;コ N 11 

/， • " C • N l' 34'川ム

." 4-4-5-0-5 18 • b • ， 、，〆、. 排水7t'/jヵパー十j
N - 40型 1/ q " N e l' 16" × 

N 4.-4-5-3-4 20 " 1/ l' 31j1l! f::::， 

1/ 4-1j-4-3-4 19 1/ 1/ /1 l' 14" × M*百'I~ カ".ー{ナ

，:IS-5-N型 4-4-4-0-4 16 5 " l' 34" ム
出口部分特殊ヘヅド (C-2)
1ゲ使用

• H N n 11 " l' 35" ム 同 上 排水府カ〆:ー(;J

• 4-4-4-3-4 19 N • M 11331' ム 同 上

d切 4-4-4-3-1 " H ~ 1'21" × 同 上

(注〉ヘッ 1:配置4-4-什 4とは ;ケ}(二れは紋邸?とも N-40型を使った〉
を示す J;)'~同じ 4 

のでも良町ーであった.

c) A-3型について

3 
4 

パイプおよびヘッド数増加による効果が認めら

れた. しかしなお‘排水溶のピヅトに最も近い

部分に能斐の特殊ヘッド(扇型〉を取付け、その

下の排水i稔カパー 2放だけ外した場合には，ピッ

トに火炎が入らず特殊へッドの効果が認められ

f二・

d) KS-5型について

バイブおよびヘッド散の増加による効果は認め

られるが、ヘッ iプ圧力を低下させた場合および~~

7./(構に刀バーを取付けたときはピヅトに火が入 1)

不充分であった.

e) N-40型について

λ イプおよびヘッド故を増加さそTても.ある数

以上でないと効果が認められない. また.誹水溝

にカパーを取付けると結果は不充分である

f) FS-5-N墨について

パイプおよびへッド散の増加による効果が認め

られたが，特殊ヘッドはその真下の排水溝カバー

を2炊程取外して.直接その水が排亦部内に入る

ようにしなければ効果がむい

8 実験の僚会結果ならびに考察

(l) JJ¥噴宮消火設備として確実に消火できるものはー

( 56 ) 

つもなかうた.

(2) 排水需に達する前に火を喰止めるものはほとんど

なく，ある条件下においてのみ可能であうた.

(3) 排水満内の火をピットに入る前に消せたものは若

子あった.なお消せなかったものでもヘッドの構造

.位置，数量等を研究すれば消火できると思われる

ものもあった

w今回の実験では水噴容による冷却作用およびニマ
ノレジ nンによる消火効果の他に.発生した煙.不燃

ガス等を氷噴霧により床面に急速に引き降される所

詰窒息による消火または火災制圧が観測された.窒

息による消火は同一関口部に対してガソリン点火よ

り放水開始までの燃焼時間が長ければ長い程その影

響が大き〈浪火効果ないし火災制庄の効果が認めら

れる.

したがってもし窒息による消火をあわせて考える

ならば一度に仇水される区画の闘口部の大小あるい

は区画状況が大いに関係してくると思われる.

また，筆.包による消火については水噴霧の火炎に

よる蒸気化. ニれにともなうところの体罰膨張なら

びに過渡現象的な室内部の気圧の上昇が考えられ

る.これが外気圧に打勝つだけの圧力上昇がみると

き.外部の主気即ち酸素の供給が遮断され，または

不足となり所謂窒E消火が行われるとも考えられ



。.
5) 隣接事両の火災危険については観測ならびに霊度

調1f定の這果より見て.危険性が少ないと考えら11.る

面むあるが.官勤亘の倒壁が約360.C~温になるこ

と. コデソソンを莞有している場合.或はガソリソの

流出方向等を考えると必ずしも危険i生なしとしな

また，子信実装等から床面の勾配を急傾斜にする

と火災危設が隣接事面についてはやや減ずるように

思われる.さらに床面勾配の均一度合も影響がある

ものと聾測された.

(6) 感熱装置については.温度測定その他より実井面

下 O.1~O . 3m の範囲が適当であるように考えられ

また有効範置については性能の均一世を前提と

しても動作時間は火災の規模に関係して〈るので今

後なお検討会妻する.

~. 

(7) 排水諸にカバーを付けた場合.排水ハイプの設置

位置によっては想長ガソリ γが水に浮きながら排水

(ヨI) 

蒋の刀メーを越えて流rt.-iE法外で燃えながら勾
配にしたがって流れ出す可能性が考えられる.

この場合水噴霧としては.完全に消火できるもの

であること，あるいはもしできなくても排水溝に遣

する前に火災をおさえることが塁王しい.

(8) 火災が制圧されてなおかつ完全消火されない場合

消火器による消火は容易であった・

(9) 

しかし実際の地下駐車場にあっては今回の実設

と異なり、震‘ ププス，熱気の放散が直ちに外昇へと

行われず.その流出通誌が消防障の進入通路とーま

ずる恐れがあり.かつ.71c噴霧による消火は一旦消

したところでもカツリンの流れ具合によりいっ再撚

するかわからなb¥s.完全消火を考えない場合には
いろいろと問題が残ると思う.

排水設備の容量については. もし完全消火を前提

としない場合，火面が周囲に肱がる点を考えると，

火災時の消火用設備に見合ったものとすべきであろ

っ.




